
《 解 答 書 》

＊学習資料 証明の手順

合同条件は，次の(1)～(4)の順にさがしていきます。

(1) 三角形の合同条件は，まず 仮定 を使います。

„（仮定とは問題文で書かれている図形の性質です。）

(2) 次に， 共通 を使います。

（共通とは２つの三角形で共有している辺や角のことです）

＊角の共通の場合 ＊辺の共通の場合

△ＡＢＤと △ＥＢＣと

△ＡＣＥで △ＤＣＢで

∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＥ（共通） ＢＣ＝ＣＢ（共通）

(3) 共通がないときは， 図形の性質 を使います。

次のような図形の性質が使えます。

・対頂角は等しい。

・平行線の錯角や同位角は等しい。

・二等辺三角形の底角は等しい。

（右図の左側の図）

・正三角形の３つの角は等しい。 ∠Ｂ＝∠Ｃ ＡＭ⊥ＢＣ，
ＢＭ＝ＣＭ

・二等辺三角形の頂角の二等分線は底辺を垂直に二等分する。

（右図の右側の図）

(4) それでも合同条件が足りない場合は，辺や角度を 計算

して辺や角が等しいことを説明します。

右図で，△ＡＢＣと△ＡＤＥが正三角形のとき

∠ＢＡＤ＝６０°－∠ＤＡＣ

∠ＣＡＥ＝６０°－∠ＤＡＣ

よって，∠ＢＡＤ＝∠ＣＡＥ

＊上の３つの作業でも合同条件がない場合には，合同な三角形ができるように

補助線をひいて 作図 します。

ＡＢ＝ＤＣ，ＡＣ＝ＤＢで

∠Ａ＝∠Ｄを証明するとき左

図では合同な三角形がないの

で右図のような補助線を作図して，合同な三角形△ＡＢＣと△ＤＣＢを作る。
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■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




